
　月見野遺跡群は、大和市つきみ野を流れる目黒
川両岸に広がる遺跡の総称であり、日本考古学会
史に特筆される著名な旧石器時代遺跡群です。
　昭和４３年（１９６８）の明治大学考古学研究
室による発掘調査から現在に到るまで、数多くの
発掘調査が実施されています。
　月見野遺跡群の発掘調査はつきみ野周辺でおこ
なわれた土地区画整理に伴うもので、土地区画整
理工事により地表面下約１．５m まで堆積してい
る黒土だけでなく、その下の赤土（関東ローム層）
まで掘り下げられました。その結果、関東ローム
層中に存在する旧石器時代遺跡が広く露出しまし
た。
　区画整理中の昭和４３〜４４年（１９６８〜
１９６９）にかけておこなわれた明治大学考古学
研究室による発掘調査は、日本の旧石器時代研究
の大きな転換点となりました。それまでの旧石器
時代遺跡の発掘調査が「単一遺跡・小範囲」を対
象としていたのに対し、月見野遺跡群では「複数
遺跡・広範囲」を対象に大規模な調査をおこなう
ことができました。
　月見野遺跡群で出土した最も古い石器は、地表
面下約４．５m、いまから約３万年前の地層から
出土しています。そこから、隆線文土器が出土し
た地表面下約１．５m、いまから約１万年前の地
層まで、連続して遺跡が発見されています。その
ため、日本の旧石器時代の主要な道具である石器
の変遷がよく理解できます。
　現在、月見野遺跡群の所在地は閑静な住宅地に

なっており、遺跡の面影を見ることはできません。
しかし、大和市文化創造拠点シリウスの５階にあ
る地域資料コーナーにおいて、発掘調査で出土し
た資料が展示されています。
　 こ こ で は、 昭 和 ５ ４ 〜 ５ ７ 年（ １ ９ ７ ９ 〜
１９８２）に、つきみ野市営住宅の建設に伴い発
掘調査がおこなわれた月見野遺跡群上野遺跡第１
地点および同第２地点の出土遺物が展示されてい
ます。
　月見野遺跡群上野遺跡第１地点では、昭和５４
年（１９７９）の発掘調査中に、関東ローム層最
上部の土器片が出土しました。それまで日本最古
の土器は約１万５千年前の隆線文土器であると考
えられていましたが、上野遺跡第１地点では、隆
線文土器が出土した層より２０〜３０cm 下の古
い地層から土器片が出土しました。同年に長崎県
佐世保市の泉福寺洞穴から発見された豆粒文土器
とともに、隆線文土器を超える日本最古期の土器
であるとして、新聞の一面で大きく報道されまし
た（昭和６０年（１９８５）５月２２日、毎日新聞）。
　地域資料コーナーでは、その日本最古期の土器
片と石器、地層の剥ぎ取り標本なども展示されて
います。ぜひこの機会に大和市文化創造拠点シリ
ウス 5 階 地域資料コーナーの展示をご覧になっ
てはいかがでしょうか。

「月見野遺跡群発掘調査から５０年」に際して
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　神奈川県の考古学・埋蔵文化財の発展に寄与してこら
れた諸先生方にお話を伺うコーナー。今回は元 神奈川
県立博物館学芸員の川口徳治朗さんです。

１．  考古学を志したきっかけ

―――鎌倉学園 （鎌学） のご出身で、 考古部の第 3 代の

部長をされていたと伺っております。

　考古学部って名前だけども、実際には歴史好きな人も
考古学部に入って活動していました。初代が明治を出て
北海道大学の先生になった旧石器の吉崎昌一さんで、吉
崎さんが明治大学に行ったから、岡本勇先生が考古学部
を指導してくれて、大

おおまる
丸遺跡を鎌学の生徒が掘っている

んです。ほかにも横浜の戸塚あたりや茅ケ崎で言えば堤
貝塚あたりを掘って学校に置いてあって、卒業した後で
すが、鎌倉学園の部報に後期の土器 2 点を「鎌倉学園
堤貝塚出土の縄文土器」と紹介しました。
　私の現役時代に指導してくれたのが藤沢の湘南考古学
会で寺田（兼方）先生などのお手伝いをしていた原信之
さん。原敬の孫で、早稲田で縄文早期の研究勉強をして
いた時に鎌学に来て色々指導してもらった。藤沢の遠藤
貝塚を掘るときに声をかけてくれるとか、卒業してから
も個人的にも指導してくれて。だから割合と鎌学は考古
学の歴史があるんです。
〇大好きだった野球の道を断念して

　僕がもともと鎌学に入ったのは野球をやるためだった
んです。野球が大好き。その頃の鎌学は決勝、準決勝で
惜敗するチームで、選抜には行くんだけど夏は行けな
いっていうんで、私が行けば夏行けるだろうと入ったん
だけど（笑）、一年生の入る直前に腰を痛めちゃって野
球部を断念したんです。それで、塞ぎ込んでられないっ
て、歴史のクラブに入ってみようかなと思ったら、考古
学クラブしかなかった。そこから始まったんですね。
〇悩んだ進路からの転機

　でも、考古学を大学まで行ってやろうという気持ちは
なかったんです。野球挫折でたまたま入ったクラブを
やっているうちに、例えば学校の文化祭で縄文住居を
造ったり、古墳を造ったり。そうすると神奈川新聞に取
り上げられる。でもそれはやりたいっていうものじゃな
く、仕方がなくやっていて（笑）。

　実は僕、高校一年
に 入 っ た と き 親 父
を亡くしまして、も
し か し た ら 大 学 に
は 行 け な い く ら い
の つ も り で い た ん
です。だから大学に
行くんだったら、も
う 少 し 社 会 の 役 に
立 つ 仕 事 を し た い
と 法 学 部 を 考 え て
いました。
　そしたら高校 3 年生の夏が終わって学校行くと、考
古学部の部長の井上隆男先生に「すぐに校長室に来るよ
うに」と言われて、いやー（笑）、夏になんか悪いこと
した覚えはないんだけどなーって行ったら、「キミは考
古学部の部長やっているけども、新聞にも出て、好きな
のか」と言う。「いや嫌いじゃなけど好きでもないです、
もうこれでやめます」って返すと、「実は神奈川に県立
の博物館ができるが、そこで考古学をやっている若い子
を取りたい、それも育てていきたい、そういう子を探し
ている」と。それで、これだ！と思って、すぐ家へ帰っ
て、お袋に話して、もう一切心配するなと。就職すると。
それが県博に入ったきっかけです。
―――当時はそうした育成が多かったのですか？

　お役所、県庁とか市役所とかは夜学生が多いんですよ。
例えば行政職の人は仕事が速やかにできるように、夜学
の法学部や商学部に行ったりするサポート体制が良くで
きていました。ですから私もその話を聞いた時に、専門
的な知識を付けなくてはいけないから、大学に行っても
らうことが条件だと。それで行くに当たってはその時間
を融通つけるからと。あとは大学はどこ選ぶかって話で、
当時は二部を持ってるのは立正と明治と早稲田くらいし
かない。それで先生方も良く知っているから、是非どう
かっていうんで、明治に行くことに。

２．  博物館勤務と学生の両立

　博物館に勤めると神澤勇一さんという人が研究室の先
生で、もう一人寺田恵子さんという女の人が私の上にい
て、オール明治で私が一番下。だから否応なしにやられ
るわけですよ（笑）、厳しく。それで学校行って勉強さ
せてもらってってすごく恵まれていますよね。24 時間
考古学をやっているようなものです。

考古学雑記



　仕事場には神澤さんがいて、私が入ったのは博物館に
なる前の年だったから、いろんな仕事があって、とても
忙しい。展示計画を練っているときに、縄文、弥生、土
師と、いろいろやるでしょ？そうするとヒャッとね、「川
口君あそこの堀之内の２の深鉢もってきて」と言われる。
いやわかんない（笑）! 入ったばかりでわかんない！棚
見ていやーわかんないよと思って。当時は縄文なのか弥
生なのか、違いも判んないですよ。しょうがないから「先
生これですか？」と持っていくと、「違うだろこれは！」っ
て。
　それならばと、夜に大学に行ったら、授業の合間に大
学の先輩や研究室の先生のところに行って、堀之内の深
鉢の土器はどれですか？と聞くんです。そうすると、わ
かんないのかと言われながらも、これだこれだと教えて
くれる。そうしたら自分でノートを取って、これがすご
く勉強になった。一年生でそんなこと教えてくれないで
すからね。石器になったら余計わからない。そうすると
また研究室に行く。その繰り返しが私の考古学の何より
の勉強になりました。
〇神澤勇一さんのもとで

　神澤さんて人は、すっごく厳しい怖い人なんですよ。
「バカバカバカバカバカ！」って（笑）。だからしょっちゅ

うハラハラドキドキ。要するに考古学の勉強を教えてく
れるわけじゃないから、もう仕事しながら覚えていくし
かないわけ。彼が展示計画を練りながら、論文も書きな
がらやっている横で、私の仕事っていうのは鉛筆を削る
こと。一日中。HB だと硬くて肩が痛くなるから、使う
のは４B なんです。それで原稿をドンドン書いてポンポ
ンポンポン飛ばしてく。そのための鉛筆を削っていく。
それで鉛筆の芯の長さは木のところが何センチ、芯が
1.2㎝とか指定される。それをやりながらあれを取れこ
れをやれ、お茶を入れろ、肩を揉め、湿布を張れ、5 分
で弁当食えとか（笑）。だから昔でいう本当の徒弟制度
みたいなね。それはもう杉原壮介先生が厳しい人だった
から。その直属だから、尾ひれが付いちゃうんですよ。
　出張の際も、土器の破片をバーンと置いて、これを明
日までにと言って、一日で終わらない量出す。そして終
わらないと、なんで終わらないのか、プロじゃないなっ
て。ルーペで見るんだよ。そういう人。
　弥生のひる畑の人面土器って知ってますか？横須賀に
ひる畑、宮ノ台ってあって。あれを神澤さんが『東京考
古学集刊』に出して紹介したことがあったんですよ。実
測は自分でしたんだけど、「これ君がトレースしろ」っ

て言うの。当時は G ペンでやるんですけど、烏口は使
わせてくれない。G ペンの太さを 4 種類くらいに分けて、
削りながらやるってのは芹沢長介さんに教わった。それ
で、やって渡すんだけど、「なんで一枚なんだ」「ダメだ
と思ったものも全部出せ」と言う。それを見てペーッと
赤を入れていく。そして、100 枚以上書いたそれを捨
てるなと言う。自分がいかに幼かったかを勉強のために
取っておけと。それで一番いいなと思ったやつを採用
したのが、考古学集刊にでてるアレ。だからあれは僕が
20 歳くらいのときかな。
――ーこれはぜひ掲載させていただきます。

　
３． 卒論の題材を選んだ理由

―――卒論は縄文の貝刃をテーマとされたようですが。

　県博の研究報告の第 4 号、第 5 号に出ている論文は、
神澤さんと共著になってるけど、これは私の卒論なんで
す。神澤さんが、指導したから共著にするぞって言って
載せちゃったの（笑）。ああそれで結構ですって。だか
らその論文に卒論とは書かれていない。
　これを選んだ理由は、神澤さんて弥生をやってる人
じゃないですか。当時、僕の卒論の担当は戸沢（充則）
先生で、私が縄文の貝刃と言ったら、「なんでそれをや
るのか、きみは神澤さんのお弟子さんだから弥生をやる
んじゃないのか」と言われたけど、理由は言えなかった。
だけど、やったら卒論は書けないと思っていた。もう指
導に指導が入っちゃうから。とてもじゃないけど間に合
わなくなるというのがあって、縄文をやることにしたん
です。
　神澤さんは吉井貝塚とか、縄文も少しは研究報告の中
に書いてるんですよ。そのなかで貝刃や骨角器について
も触れてるし、そういう意味では指導も受けられるな
と、私としては非常に良いテーマを選んだと思う。弥生
をやったら書けなくなる。何人かね、卒論の指導を受け

ひる畑遺跡出土の人面土器 （神澤勇一 1968 より）



に来て、書けなくなっちゃった人がいます。
〇技術を盗む

　とにかくちゃんとは教えない。こうしろ、ああしろで
はなく、見てきて、ダメッ！と。現場の測量とか実測な
んかも全部そう。そういったものは教えてもらうもん
じゃない。盗むもんだと。自分がそうやってやってきた
から。
　だから早稲田にいた岡田威夫さんとか、図面をすごく
細かく取る人の発掘を観察して、今度あの住居址の実測
するぞ、セクション取るぞとなったら、ハイっ！と手を
上げて、やらせてくださいって。そうするうちに、じゃ
あ次は図面を取れとか段階を踏んでやらしてくれる。岡
田さんがいく現場にお願いして顔を出すと「川口君測量
手伝え」とやらしてくれるんです。お、しめた！と。
　神澤さんも実測図がまた上手いんですよ。神澤さんは
芹沢長介さんに叩き込まれてるから。そうするとニュア
ンス作りなんかを覚えるには、「神澤さんすみませんけ
ど報告は縮尺 2 ／ 3 で出てますけど、もしよければ原
図見せてもらえませんか？」って聞いて、今度持ってき
てやるってなったら、原図見ながら覚えるのが一番いい。
あとはこっそりコピーとってパッと返してね。それ見な
がら骨角器やなんかの実測の仕方を覚える。教えてくれ
ないんだから、そりゃ見るしかないですよね。盗むんで
す。それで時間がないから短い時間の中でバンバンやる。
―――当時としても川口さんだから出来たことでは？

　いやいや。だから私は恵まれてるんです。傍にそうい
う人がいるから。だから原（信之）さんもそうだけど、
寺田先生もそう。寺田先生はものすごく怖い先生なんで
すよ。あの当時はもう口もきいてくれないくらい。今は
もうああいう良いおじさんになってますけど、現場で一
喝されちゃう。高校生なんかでも失敗でもしたらバカモ
ンてやられて。でもそのあと藤沢の湘南考古学会ができ
て、誘われて、寺田先生のお手伝いをずっとやってて。
　だからいま藤沢市の文化財委員やってるのは寺田先

生の指名で、
藤 沢 に 何 か
あ る と き に
書 い て く れ
と か、 会 報
の ス ペ ー ス
埋 め て く
れ っ て 言 わ
れ る と、 や

ります！って。それもまた勉強。弥生の土器書く時には
神澤さんの目の届くところには書きませんので、湘南考
古学会に書きますって。それで県博に書くときは縄文を
書く。そういう風に分けていた。

4． 思い出に残る遺跡

―――県博に入られてから遺跡の調査などもされておりま

すが、 ご自身の中で最も印象に残っている遺跡は？

　やっぱり僕は縄文でやろうと思ったのは、梶山貝塚を
掘ったのが大きい。それできっと考古学をやっていこう
という気になったのかもれない。梶山遺跡は、一角に前
期の貝塚があって、全部で梶山は 5 次くらいまでやっ
てるんだけども、そのうちの一つだね。それが一番にあっ
て、もう一つはやはり間口の洞窟遺跡かな。最後は横穴。
実測を主体として大磯丘陵の横穴を集成したやつ。印象
に残っているのはそこだね。
〇ピンセット発掘

　ただ、それぞれの発掘調査は、いわゆる学術調査なん
です。博物館というのはテーマを持ってテーマに基づい
て念入りに調査していく。それで焦らずに一年やって、
面積もそんなに掘らないで、その間に整理をして、その
成果をふまえて二次調査をと。そういう調査を行う。
　神澤さんが立派なのはそこなんです。他も立派なんだ
けども、博物館の仕事というのは何なのかっていうのを
非常に考えている。そして学術的な調査をビシッとやる。
丁寧に。いわゆるピンセット発掘とか竹箆発掘って言い
方ですよね。バンバン掘らないで一日に 30 ｃｍしか掘
らない。間口なんか 30㎝ほどだった。ピンセットでピッ
ピッピッピッてあげていくだけ。それで一日終わっちゃ
う。そういう調査。そんなことがやれた、県内では最後
の発掘かもしれないね。
〇デスクワーク

　また、発掘以外の調査研究ってのはいわゆる資料をま
とめる仕事なのだけど、それが神奈川県考古集成。縄文
土器、弥生土器、土師、須恵の集成をやったりした。こ
れは神奈川県で出ているそれぞれ土器の集成をして、そ
の地域性だとか時代性というものを見ていって、学術的
に役に立てて貰おうというもの。これをやれるところは
やはり博物館しかないと思う。だからフィールドワーク
とデスクワークの大きな二本立て。
　それからもうひとつしなきゃいけなかったのは文献の
集成だね。文献の集成をきちっとしなければ後世の人の
役に立つことをしたとは言えない。それは神奈川県の埋間口洞窟の概観（県博報告書より）



文センターができた時に、そっちが積極的にやろうとの
意志をもって、文献センターみたいなものを埋文セン
ターの中に入れて、考古学をやりたい人はそこに行けば
文献のすべては見られる、あるいは無ければどこに行っ
て見られるとかっていうのをやった。できればそこまで
できちゃうのが一番いいかなと思ったんだけどね。
　だからいずれそういう時代がくるかもしれないですよ
ね、もう一度、出ているものを施設や機関が時間をかけ
ながらまとめていく。1 年じゃできない仕事だから、3
年とか 5 年位くらいかけなきゃいけないから、そうい
うのは博物館しかできないですよね。同じ人間がやらな
いと、集成ってできないから。
　だから神奈川県の貝塚を学ぶ会というのはまさにそれ
だよね。1 年ずつ歩いて 7 年かけて集成して。たまたま
私が県博にいたから、じゃあ最終的に県博でまとめるか
たちを取りましょうって。あれですべてが終わったわけ
じゃない。基礎的な作業だから。
―――今日を機会にまた会を再開することになりましたの

で （笑）。 会長と。 （中村）

　
5． 神奈川県貝塚地名表の発刊

―――その貝塚を学ぶ会から発刊されたのが 『神奈川県

貝塚地名表』 ですね？

　貝塚を学ぶ会が発足されたそもそもの切っ掛けは、三
浦で諸磯遺跡調査 100 年記念の展覧会とシンポジウム
を三浦市教育委員会の須田英一さんたちがやってね。横
須賀の野内秀明さんと私と桜井準也さんなどが発表者に
なって。そのあとの飲み会で、これで終わっちゃうのは
勿体ない、少し貝塚について突っ込んだ話ををやりませ
んかと言われて始まったんです。何かの機会に、最初は
7.8 人くらいが県博に集まって。
　私の気持ちとしては、まずは今我々が持っているテー
マを深めていきたいというのがあって、一般の人は少な
かったですよね。殆どは仕事を持っている人と、学生と
紹介くらいで。2、30 人かな。それで 5 年くらい、夏
以外は毎月歩いた。
―――横須賀からスタートして海岸沿いを

　一応、紹介されている貝塚は消滅していても現場確認
をして、確認されているところはほぼ歩いたんじゃない
ですかね。歴史時代のものも含めて。それで 5 年くら
い歩いて、最後まとめるのに 2 年くらいかかったかね。
　結局は、皆熱心で好きなんだね。行政の人って日頃仕
事に追われちゃうじゃないですか。ところがこの会は考

古学を勉強してるって意識が強くて、土日を楽しみにし
てる人が結構多かった。途中からでも、飲み会だけでも
参加して。飲み会は必ず終わったあとやって、そこでま
た情報交換。そういうことを繰り返し皆でやったから、
あの当時にしてはできる限りのことはできたのかなと思
いますよね。本当はデータ化できればよかったんだけど。
　いろいろ癖のある人はいたんだけどね、喧嘩すること
はまず無いし、アイツが来るからヤダとかも無かったで
すよね。大体、年末になると中村若枝さんの家で忘年会
やって、新年会やって。中村さんがすごい料理を作って
くれて、それがまた皆楽しみで。おいしいお酒を飲んだ
りしてね。僕もあれでもうドクターストップがかかりま
した。

6． 神奈川県立博物館の展示リニューアル

―――展示リニューアルを担当されたとお聞きしました。

　僕は当時、神奈川県立博物館のリニューアルの全体の
チーフだったの。だから考古は考古でやるけれども、も
うひとり国平健三さんがいて、全体をやっていた。
　「神奈川の文化の変容」という大きなテーマで、変容
とは、私の解釈ではどう良くなっていくのかということ。
これを歴史の中で提示しようってテーマでやってた。も
ちろん駄目なものは淘汰されて、良いものは残って発展
させていく、そうやって人は文化ってものを築き上げて
きた。それを展示の中で出すのがコンセプト。だから、
それから外れるものは除外していかないと、何でもかん
でもの膨大な展示室になってしまう。
　もちろん、発展するにあたって削除された部分を出さ
ないと発展の様子が分からないもの、それは出す。だか
ら資料の選び方もそう。大学の文化祭じゃないんだって
僕はいつも言うんだけど、土器を 5 個も 6 個も並べる
必要はないんだ。この土器 1 個でもわかるんだったら
並べるな。この土器を説明するためにはこの土器が無い
と説明できないっていう場合は 2 個並べる。例えば一
住居址のセット関係だったらそれは 10 個だって並べる。
そういう選択をしなければ展示は広がりすぎちゃう。
　それは博物館学をやっている人ならわかるんだけど、
目の高さ、キャプションの数、壁面につける写真の数、
すべて学芸員の力なんです。ゆとりがない展示をすると
目が疲れちゃう。見るのは大体中学生から高校生くらい
のレベルでやるから、難しすぎるとか、字の大きさだと
か全部、そういうのは総合チェックなんだ。だから自分
で言うのもおかしいんだけど、やっぱり学芸員としては



3 年くらいではそういう知識は養えない。最低 10 年
くらいやらないと出てこないと思う。
　展示の手法から逸脱したようなものは学芸員の自己
満足。そんなのは自分が満足してるだけで、見た人は
何も感動しない。そういうのを１回パ―ッと見る。考
古の展示なら考古の展示。２回周るんです。次は博物
館学的に見るんです。それが僕のやり方。だから、良
いとか悪いとかは、たくさん見て自分なりの評価を自
分の展示に出していく。
―――県博は、のちに歴史 （県歴博） と自然 （生命の星）

に分かれましたが、 その辺りの事情は。

　そもそも現在の県博は当初、歴史系の博物館を造る
目的で動いてて、途中から、この際、自然系も入れた
総合博物館にしたらどうかという転換があった。そう
すると展示室も収蔵庫もスペース的な余裕はないか
ら、将来的には分離・分担しないとねって話はあった。
実際に開館して 2 年か 3 年で満杯状態という事情が
出てきた。
　そんな時、自然系で個人のコレクションを寄付した
いという人が現れたんだけど、収蔵庫が満杯で置けな
いからと断ることになってしまった。自然系は収蔵庫
の自体のスペースが少なかったから。それを県の議会
でスクープされたんだね。議会でそういう質問があっ
て。当時の教育委員会が検討すると回答した。
―――それで小田原に。

　場所は辻堂の演習場があって、今の辻堂公園かな。
その場所とか候補に挙がったんだけど、塩害が強いん
で博物館には不向きだと。それで小田原の入生田の
方はどうかとなって独立したの。でも自然系自体少な
かったから、そんなには充足されなかったんだけどね。

7． これからの考古学に思うこと

―――現在は藤沢市の文化財委員や県考古学財団の理

事などのお立場に立たれておりますが、 現在の神奈川

県の考古学や若い世代に対して思うことをお聞かせくださ

い。

　僕はね、60 の定年を過ぎて自分ではすべて卒業と
思っています。論文なんかについても一生懸命やるよ
うなことはもういいと。とは言っても、やらざるを得
ないことはありますが。
　言いたいことは特にないのだけど、僕が一番問題だ
と感じてるのは、我々の世代の人が、若い人を育てて

ないなということ。その責任はすごく感じている。川
口さんのお弟子さんは？と聞かれたときに誰もいない
なと。
　これはあるいは良いことなのかもしれない。けれど
も、反省として思うのは、この世代と話をすると、若
い人を批判しちゃう人がいる。今の若い人はとか。そ
れに対して、そうじゃないでしょう、あなたや僕が育
てられなかったんでしょうと。僕はそう感じる。
　これは無責任に言っちゃいけないんだけど、学生運
動の時代に育ったことが非常にネックになってる。と
いうのは、私たちがそういう先生に出会ってない。だ
からこそ自分たちもそのやり方ができないんです。
　ところが我々のさらに前の世代はそういう形でずっ
と通してきて、神澤先生でいえば、杉原壮介先生とか
に育てられてきている。我々はその先生から、ちゃん
と研究室で地道に育てられていない。だから自分たち
はそのやり方を知らないんですよ。
　一方で、この世代は自分のことは一生懸命やるんで
す。だから自分としては良いけど、自分が終わった後、
それを誰に託すのかって。全部渡して、頼むぞって言
う人は育てられてないんですよ。そんなの知らない、
誰かがやればいいという人がいるかもしれない。でも
そうじゃないんじゃないかな。
　これは、自分がちゃんとできてるって言うわけじゃ
なくて、私はたまたまそういう上の人がいたから少し
は恵まれてる。だから恵まれてるというのはそういう
ことなんですよ。少しは構ってもらえたなというのは
ある。
　我々なんてすぐ愚痴っぽく言う人がたくさんいる
じゃないですか。それをフーンと聞いててね、あんま
り言うとね、ちょっと待ってって（笑）。それは胸に
手を当てて考えることがあるんじゃない？って。その
子はあなたの部下や後輩でしょって。そうさせたのは
あなたじゃないの？って。と、そう思います。

（2018 年 9 月 9 日収録）

注記

川口さんは連絡誌の初代担当を務められ、第 1 号の題
字は川口さん直筆の毛筆書体を参考に、活字を見繕っ
たというお話もお聞きしました。そこで今号は特別に
第 1 号の題字をリバイバルしております。



　２０１８年１１月２４日（土）、紅葉が進む中、
秋晴れの古都鎌倉の見学会に参加しました。混み
合う小町通りとは反対側の鎌倉駅西口から閑静な
高級住宅街を通り抜けた場所に鎌倉歴史文化交流
館がありました。場所的にメイン地域ではなかっ
たのですが、館にはまばらですが訪れる人がいて、
古都を散策する中でふと出会う場所というところ
でしょうか。この建物は著名な建築家ノーマン・
フォスター氏が関わった建築物ということもあ
り、個人邸宅として設計建設されながらもゆった
りとした空間に間仕切りがされ、その空間にマッ
チした展示室、そして企画展示でした。デザイン
的に洗練された現代建築の中で「企画展　出土漆
器の美」が開催されていたこともあるのでしょう
か、発掘調査で出土した器とはいえ、美術館の一
級美術工芸品を見ているようでした。黒漆地の上
に朱漆で描かれた図柄、黒と赤で織りなされる和
文様に惹きつけられました。また、漆器製作に携
わる職人である塗師の道具類が展示されていた
他、今回はなかなか公開されない鎌倉国宝館所蔵
の伝世の鎌倉彫や調漆なども観ることができまし
た。鎌倉は地下水位が高いということもあり、日
常生活で使用した漆器が普通に出土するとのこと
です。他の地域で調査され、出土する中世の器と
言えば、土師器に似たカワラケという土器です。
漆器などの木器は鎌倉のように低地でなければ現
在まで残ることはありません。案内していただい
た浪川副館長さんは、カワラケを器に使って食す
るのではなく、一般庶民の間でもこのような漆器

などで食していたのでしょう、と話されていまし
た。中世の中心地であった鎌倉ならではの一品を
堪能することができました。他の地域の博物館で
は、古文書も含めて漆器などの木器類などの遺物
がほとんどないことから、中世の時代を飾るス
ペースは非常に小さいのですが、ここでは、これ
こそ中世文化！！という感動を覚えました。
　「激動の鎌倉」という古写真展では、幕末・維
新期から明治初期にかけて、鎌倉の姿をコンパク
トにまとめられていました。幕末期、西郷隆盛ら
が勅使先鋒として滞在した地であり、また廃仏毀
釈の地として、まさに激動の時期の様子を古写真
の中から得ることができました。特に幕末 (1964
年 ) に英国人２人が浪人に殺害された鎌倉事件直
後の様子と思われる古写真があり、興味を惹かれ
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　

平成 30 年度第 2回見学会参加記
鎌倉歴史文化交流館「出土漆器の美」・
明治150周年記念古写真展「激動の鎌倉」

村澤　正弘

鎌倉歴史文化交流館

　春季企画展「鎌倉 Disaster　災害と復興」
2019 年 1 月 4 日（金曜日）～ 5 月 18 日（土曜日）



　今回は、発掘調査から５０年を迎える大和市月見野遺
跡群について、講座に合わせた遺跡の概要を載せさせて
いただきました。月見野遺跡群が発見されてから半世紀
が経つことになり、感慨深く感じる方もいるのではない
かと思います。また、考古学雑記では、元神奈川県立博
物館学芸員の川口徳治朗さんから当時の博物館や大学で
の経験、携わった遺跡について貴重なお話を伺うことが
できました。本年も神奈川県考古学会をよろしくお願い
いたします。

　編集後記　

 

役員募集

　　今年度末をもって、役員数名が任期満了となり
　ます。これに伴い、２０１９年度総会において、
　役員の改選をおこないます。神奈川県考古学会
　の運営に携わってみたい、自分で企画や事業を
　実施してみたい、小さいことからでも協力した
　いという会員の皆さま、この期に役員になって
　みてはいかがでしょうか。自薦、他薦は問いま
　せんので、やる気のある方はご連絡ください。

発　行　神奈川県考古学会

発行日　2018 年　1 月　16 日

印　刷　㈲湘南グッド

発行者　神奈川県考古学会　会長 ：岡本孝之

編集　連絡誌担当 ( 古田土 ・工藤 ・西田）

郵便振替　00240-9-71208

E-mail　soumu@koukokanagawa.com

URL　http://www.koukokanagawa.com

考古かながわ　第 61 号

遺跡発表会にかかる要望書の提出

　　２０１８年１１月１８日（日）におこなわれた本会主催「第４２回神奈川県遺跡調査・研究発表会」
　に際し、開催日直前に栄区Ｎｏ．６８遺跡の発表者から「発表要旨の掲載文を取り下げたい」という
　申し出がありました。事由は、事業主（横浜市道路局）から、「（報告書刊行前なので）口頭発表は構
　わないが、文章で残すことは避けるように」という話があったためです。
　　報告書刊行前に速報というかたちで成果を公開することは広く一般的におこなわれており、神奈川
　県遺跡調査・研究発表会は４２回を数える当会の根幹をなす活動のひとつで、横浜市教育委員会から
　も後援を得ています。その根幹を揺るがす事態に、到底納得できる事由ではなかったのですが、交渉
　する時間的な余裕がなく、印刷も終了しており、苦肉の策として該当箇所を切り取ることで、対処せ
　ざるを得ませんでした。
　　本会は、神奈川県を中心とする考古学の創造的な調査・研究ならびに文化財の保護、普及および啓
　発ならびに会員相互の親睦を図ることを目的としています。文化財保護法に則った活動をおこなう中
　で、今回の件で本会と会員は物心両面で不利益を被りました。
　　つきましては、このような事態が今後二度と起こらないよう、文化財保護法の理念に基づき、事業
　主に文化財の活用に積極的に取り組むよう指導を重ねることを強く要望するよう、横浜市教育委員会
　生涯学習部 文化財課 文化財係に要望書を提出しました。

新会員募集

　　役員とともに新会員も募集しております。考
　古学に興味がある。自分で遺跡などを調べてい
　る。神奈川県内の発掘調査や研究について知り
　たいなど、周りに興味のある方がいらっしゃい
　ましたら、ぜひ会員になることを勧めてみては
　いかがでしょうか。ご連絡は奥付の総務アドレ
　スまで。新役員応募の方も同様にお願いいたし
　ます。


